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ら
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
二
十
限
歳
の
松
塘
と
江
戸
の
大
沼
枕
山
の
宅
で
初
め
て
封

胤
し
た
演
じ
は
つ
意
気
偶
然
無
v
所
二
心
臓
議
司
酒
樹
賦
v
詩
、
下
v
筆
縦
横
、
大
篇
立
就
、
綾
譲
驚
ν
人
己
で
あ
っ
た
と
い
う
。
数
年
の
後
房
州
に

時
は
ぺ
彦
之
容
貌
僻
類
、
恭
謙
抑
退
-
叩
ニ
其
近
一
業
ペ
剤
鮮
調
不
同
一
敢
報
出
示
さ
で
あ
り
、
そ
の
人
柄
の
媛
化
の
著
し
さ
に
驚

部
し
て
嘉
永
四
年
松
橋
は
二
十
九
歳
、
松
塘
詩
紗
の
詩
稿
を
寄
せ
ら
れ
た
の
を
見
る
と
、
そ
の
詩
は
「
句
煉
字
鍛
、
沈
欝
探

飲
ニ
其
奔
放
ペ
寝
就
ニ
規
矩
ハ
綴
駿
乎
入
吋
一
一
於
作
者
之
域
}
会
乙
で
あ
っ
た
と
一
%
う
っ
こ
れ
に
よ
る
と
松
塘
の
詩
風
法
二

( 11 ) 

、/コ

L、

し
て
、
そ
の
性
格
そ
の
容
貌
酵
気
の
饗
化
と
共
に
そ
の
詩
風
も
饗
化
し
た
と
い
う
見
解
で
あ
る
。

こ
の
年
の
私
詩
を
作
号
、

ハ
一
八
間
七
)
に
あ
た
る
が
、

自
分
は
平
生
一
断
、
る
脊
を
好
み
、

天
も
亦
常
蛮
を
獄

L、

っ
て
務
局
を
出
さ
し
め
た
と
明
一
一
一
一
閃
し
て
い
る
の

(9) 

針
ν
比
…
紳
魂
忽
趨
卒
。
可
ν
知
天
公
厭
月
一
常
議
4

故
待
主
遊
人
一
山
山
二
繍
民
一
同
局
刊
(
松
塘
詩
紗
程
一
一
、
了
未
中
秋
遊
野
島
持
制
問
月
‘

抵
雨
前
止
月
出
。
二
更
月
蝕
。
作
歌
記
之
J



一
覧
基
一
作
歌
」
(
房
山
楼
誇
程
一
口

lr一
題
す
る
長
篤
の
冒
頭
に
は
私

不
ν
献
ド
段
、
作
v
詩
一
小
v
嫌
γ
奇
。

と
レ
あ
る
。
か
く
の
如
く
松
携
は
二
十
五
・
六
歳
以
後
奇
を
主
張

L
、
そ
の
作
品
に
は
、
著
想
表
現
に
於
て
生
新
奇
替
の
識
を
帯
び
た

も
の
が
多
く
な
る
。
一
野
山
機
詩
の
中
か
ら
一
・
二
の
作
品
を
翠
げ
る
と
、
引
用
問
の
額
聯
の
勾
「
一
一
一
春
締
夢
風
前
遠
、
十
思
珠
簾
雨
一
義
涼
い
は

4功

J

殿
山
棲
詩
程
一
一
一

松
似
ニ
騰
龍
一
躍
翠
v
天

君

家

縮

致

一

J

従

前

石
を
枕
し
松
を
朕
す
る
所
、
鶴
・
結
勾
の
水
石
亭
を
総
括
す
る
所
、
者
想
の
妙
は
物
論
常
奈
の
表
現
一
で
は
な
い
。

悶
ん
で
、
も
う
一
首
寓
延
元
年
三
十
八
歳
一
の
作
に
在
自
じ
た
い
(
脇
陣
前
学
〉
。

来
訪
、
見
婚
競
合
一
章
。
乃
次
其
一
治

間
精
軒
番
街
。
認
内
山
楼
詩
替
問

間
二
州
側
熱
詩
一
難
γ
得
好
句
路
一
ニ
愁
麗
一

門
齢
制
F

門
剥
啄
司
倒
般
相
通
知
コ
欝
知
一

持
出
回
日
腕
館
山
結
二
撰
血
性
一
間
比
二
感
畿
一

小
宛
静
一
縦
一
議
日
悌
渠
駿
沼
山
知
日
門
商
品
大

ι

聯
に
つ
い
て
み
る
と
、
燐
熟
の
詩
を
ば
議
む
事
を
鰍
い
、
得
難
き
の
野
匂
に
愁
関
を
開
い
た
と
い
う
か
ら
、
燐
熟
の
詩
に
封
ず
る
好
勾

γ
り
く
新
奇
の
勾
で
あ
る
う
の
何
と
な
れ
ば
そ
れ
は
「
欽
す
替
が
新
詩
の
腕
櫛
ょ
っ
出
で
云
々
い
と
云
い
換
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
じ
部
し
て
そ
?
の
よ
う
な
新
詩
は
雛
識
を
誇
る
世
上
の
群
小
詩
人
で
は
不
可
能
の
事
で
あ
る
か
ら
、
離
換
を
誇
る
人
々
の
眼
孔
の
小
を
関
笑
す

Ul) 

石11皮

l]Jfj 

納
税

以
酬
。

我';/] 
Jリiよ4、

然

b
k

、
1
e
ー

か
官
断
念
々

と
は

( 12 ) 



之
町
、
j

J
'
d
f
u
 

松
揮f

に
序
文
を
寄
せ
、
詩
を
撰
ぶ
方
が
詩
を
一
作
る
よ

り
も
問
問
難
で
あ
る
と
述
べ
て
日
く
、

一
間
挟
v
詩
難
叫
一
於
作
v
待
。

不
v
趨

L
P性
一
情
一
所
ν
感
興
向
日
耳
目
所
v
鱗言

に
は
性
慢
の
感
ず
る
所
と
耳
目
の
鯛
れ
る
所
と
を
そ
の
ま
ま
寓
せ
ば
よ
い
と
い
う
一
意
見
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、

集帥人
!そ犬の

人心
おj Jfn 

の
三注

くか

所

て
い
る
。

執
不
v
欲
ν
侍
V
E
ブ
~
。
況
詩
者
其
人
心
血
之
所
ν
注
、
性
饗
之
一
所
γ
寓
、
欲
し
吋
一
英
不
朽
日
亦
人
之
情
荒
耳
。

ハ法一一集附録、

…
瀞
合

同
一
ハ
引
用
9
1
付

治
こ
〈
引
用
日
〉
、
約
時
代
を
界
霊
し
な
い

い
て
い
る
が
、
以
上
の
引
用
文
に
於
て
桧
塘
の
詩
論
を
一
訴
す
主
張
割
、
例
え
ば

(
引
周
辺
口
、
伸
一
「
新
詩
出
二
腕
蹄
こ
ハ
引
用
怖
さ
、
で
心
鼠
所
γ
注
、
性
議
所
y
寓
」
(
引
用
呂
、
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概
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叉
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及
一
一
七
十
日
更
信
用
時
一
嶺
南
高
星
之
行
↓
可
ν
謂
v
盛
余
。
余
雄
ν
老
長
、
気
力
未
ν
減
c

市
嘗
首
都
-
一
子
才
之
務
刊
従
ν
今
之
後
、
舟
車
所
γ
遇
、
絡
下
欝
一
之
瀞
一
一
間
遍
究
弘
陣
内
名
勝
ω
是
余
之
志
也
一
日
。

出
の
実
枚
(
康
瀬
五
十
五
年
二
七
一
六
v
生
i
嘉
藤
二
年
三
七
九
七
v
夜
、
八
十
二
歳
〉
が
暮
年
諜
を
好
ん
だ
事
は
、
乾
援
四
十
九
年
六
十
九
議
の
時

の
作
「
花
朝
後
一
一
一
日
、
作
一
嶺
南
之
遊
、
留
別
胸
細
菌
、
六
首
己
〈
小
倉
山
房
詩
集
巻
三
十
)
に
始
ま
る
亙
る
多
数
一
の
詩
に
よ
っ
て
知
ら

れ
る
し
、
そ
の
心
境
は
お
の
詩
の

建
司
ト
日
向
カ

3

2

3
~ィ
ド
女
合
引
μ

4
ノ
、
叫
が

又
作
ニ
珠
江
寓
里
行
一

開
繋
只
離
党
役
苑
騒
(
鋒
前
聯
〉

て

い

る

。

一

件

び

天

合

に

登

っ

た

の

は

、

乾

権

五

十

七

年

七

十

七

歳

の

時

で

、

二

月

一

一

日

蹄

宅

し

こ
の
時
の
作
品
は
小
倉
山
極
的
詩
集
餐
三
十
四
に
数
多
く
牧
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
最
初
天
台
に
っ
た
の
は
、
乾
隆
四
十
七
年
六
十

そ
の
作
品
は
巻
二
十
八
の
半
ば
を
占
め
て
い
る
。
松
壊
が
引
用
郊
の
よ
う
な
意
見
を
稜
表
し
た
の
は
、
業
放
の
詩
集
を
摘
ん
で

て
い
る
し
、
「
余
雄
v
一
老
梨
、
鏑
力
未
Y

減
」
ハ
引
用
問
)
と
力
ん
だ
松
撲
の
緩
ん
一
一
悶
は
、
業
枚
の
詩
句
「
老
一
験
不
γ
知
筋
力
減
」
(
引

( 14 ) 

4カ

遊

来
同
日
営
停
一

}
l
v
 

川
口
〉
に
よ
っ
た
も
の
に
相
壊
な
い
。

に
及
ぼ
し
た
葉
枚
の
影
響
は
以
上
に
よ
っ
一
℃
は
っ
き
り
し
た
と
思
う
が
、
更
に
重
ね
て
業
枚
の
詩
文
集
を
讃
ん
だ
と
忠
わ
れ
る
例
殺
を

枕
山
川
は
卒
く
か
ら
松
塘
と
詩
交
を
結
ん
だ
詩
人
で
あ
る
が
、
松
壌
の
「
登
一
繁
選
作
歌
」
と
題
す
る
長
篇
ハ
引
用
問
〉

に
陵
携
に
連
関
し
た
事
、
葉
集
を
喜
ん
だ
事
を
間
関
ち
か
立
し
て
い
る

f
J

一
納
入
、
法
二
護
老
陸
刊
銃
一
冊
余
議
『
一
葉
一
集
「
詩
絡
一
難
£

し
枕
IJJ 
r;::J 



に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
棲
援
と
は
江
蘇
省
江
寧
続

三
名
鋪
山
〉
及
び
そ
の
麓
に
在
る
寺
名
で
、
小
倉
山
一
身
詩
集
・
附
鱗
集
に
は
棲
援
山
や
棲
議
場
壬
題
材
と
す
る
詩
篇
が
散
見
す

「
準
其
棲
霞
長
句
」
に
相
脅
す
る
長
篇
の
古
詩
は
「
間
金
十
一
滞
恵
、
遊
棲
穣
寺
、
輩
出
経
林
諸
山
。
」
ハ
程
一
)
か
「
十
月
八
日
、

開
腹
背
及
府
壌
中
諸
君
子
、
遊
棲
緩
七
湿
潤
。
方
知
五
十
年
前
、
夏
日
股
水
、
遊
未
議
其
奇
、
詩
未
開
伸
英
妙
、
補
作
一
一
一
章
。
い

で
あ
ろ
う
。
こ
の
二
首
は
機
霞
山
一
の
杏
巌
一
怪
石
や
洞
窟
の
貌
を
詠
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
後
者
は
乾
隆
四
十
九
年
、
前
者
の
乾
隆
一
万

五
十
年
後
の
作
で
、
前
作
が
棲
践
の
妙
を
閑
却
し
て
い
な
い
所
が
あ
る
の
を
補
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
松
塘
一
覧
豪
作
歌
い

、
そ
の
詩
材
に
於
て
、
構
畑
山
に
於
て
、

(
房
山
楼
詩
、
舎
一
一
〉

こ
こ
に
公
う
葉
集
は
実
枚
の
詩
文
集
で
あ
る
こ
と
は
「
批
菅
謬
其
楼
議
長
匂
」

る
。
そ
の

よ

0) 

の
器
用
に
於
て
、
衣
に
一
部
す
よ
う
な
各
匂
の
表
現
に
於
て
、
後
者

類
似
す
る
院
が
多
い
。
以
下
に
一
間
詩
を
比
較
す
る
ハ
縦
覧
離
の
上
は
実
枚
の
詩
句
、
下
は
松
塘
の
詩
句
〉
。

都

落

一
(
第
八
勾
〉

高
乃
木

握

鋭

蓉

取へ

4
1
1

司

王

足

昨

m
J今
v
q
H
引
コ
ι

E
一

〈
九
句
)

、恒明一、~曲~

F 暢『田J、ー{、

下方定

説入

JU 洞

腰門

如

一排

抹関

来
ν
火

ノ¥

石

成
v
形

千

百

一g
l
i
t
-
-突

住

石

繰
ニ
巌

仁)

v 

/¥. 

メつ、

宝主E

木

法

治:

下

目要

〈
第
六
句
〉
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二
十
勾
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〈
十
七
勾
〉

ハ
十
一
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(
十
二
句
〉

ハ
十
九
勾
)
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ハ
二
十
勾
〉



噴
ニ
妖

謀

者世

右

髪屑
、、均一司『、r明ー_../

土

鬼

(
五
百
羅
漢
遁
ニ
山
巌
一
ハ

{
組
披
露
v
鐙

痩

場

機

一句〉
一'句〉

r、、

一

-
用
語
・
表
現
に
於
て
哀
詩
に
類
似
し
て
い
る
事
が
分
る
。
こ
れ
を
枕
山
が
「
其
の
棲
霞
の
長
匂
を

で
は
な
い
。
次
の
「
落
花
五
首
」
と
題
す
る
詩
も
哀
枚
の
「
落
花
」
の

そ
の
中
の
一
首
を
例
に
取
る
と
、

¥、J
4的

臨
v
水

難

ν
一帯

日

影

j長[

谷 e 前

菜;選

縦:に
類
似
す
る
協
を
指
摘
す
る
と
、

っ
て
い

明
ら
か
で
あ
る
し
、

匂
)
か
ら
出
て
い
る
よ
う
に
思
う
し
、

一
跨
山
楼
詩

容

有

限

繁

易
戸
日
夕
陽
一

僚
ν
欄

猫

問

問

漏

庭

芳

く16) 

珠

綴

溺

一

議

涼

浩
一
一
柳
加
熱
日
率
二
顔
狂

第
一
勾
は
案
一
詩
の

「
清
華
曾
荷
叫
一
東
皐
寵

鶏
泊
康
非
ニ
上
管
心
乙
(
第
一
一
一
首
の
第
三
・
鯨
句
)
の
想
を
g

襲

第
五
匂
は
実
詳
の
「
春
在
二
東
問
純
一
旗
是
夢
」
ハ
第
一
首
の
第
一
一
一
旬
〉
と
「
風
前
零
落
擁
護
粧
」

第
六
句
の
春
雨
の
景
色
は
、
業
持
で
は
「
仙
繋
影
散
留
ニ
番
雨
乙
(
第
一
首
〉

で
は 一

昨
〉
「
疏
一
府
宇
楼
人
一
議
憐
」
ハ
第
六
首
〉
「
熔
雨
」
〈
第
七
首
)

「
易
ニ
タ
陽

こ
釘
げ
内
川
河
け
d
hノ

)
〈
ん
品
ド
タ
ぴ
ト
メ

7

6

ハ
第
八
苦
〉

な
ど
と
頻
り
に
用
い
ら
れ
て
い
る
し
、

「
珠
簾
一
」
の

容
v
繰
可
ν
潜
客
来
時
」
ハ
第
一

「
翠
波
探
模
影
沈
沈
」

な
ど
と
用
い
ら
れ
、

の

月
滋
v
梯
日
欲
v
斜
」
ハ
第
一
宮
の
第
二
句
)
と
あ
る
し
、
第
七
勾
の

、JF
，v司、

と
用
い
ら
れ
て
い
る
。

加
し
て
全
篤
の
構
想
は
実
詩
の
「
后
土
難

vm一
一
線
香

門
、
い

'

n

a

q

 



〈
第
六
首
の
鶴
市
γ
〉
か
ら
導
か
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
ひ
そ
の
他
諜
枚
の
詩
句
を
襲
用
し
、
業
詩
の

素
手
官
経
体
ユ
太
陽
{

っ
て
い
る
。
用
額
の
一
一
例
を
事
げ
る
と
、
「
己
巴
新
正
、
張
一
南
村
明
府
席
上
、

用
実
関
爾
輿
劉
一
銭
袋
一
冗
旦
舟
中
聯
句
額
、
賦

(
第
一
一
一
編
笠
一
む
の
爾
字
は
、
風
・
宮
・
功
・
濠
'
エ
・
格
・
中
・
護
・
紅
・
向
。
東
・
通
で
、
こ
れ
は
亥
枚
の
「
乙
臼

-
通
腕
(
枚
の

と
題
す
る
詩
(
小
倉
山
野
詩
集
程
一
一
一
十
一
)
の
韻
字
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。

哀
枚
を
事
ん
だ
の
は
、
そ
の
性
行
上
に
於
け
る
類
似
総
も
擦
問
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
忠
わ
れ
る

の
故
に
早
く
官
途
を
、
退
き
、
一
一
一
十
四
歳
以
後
は
南
京
に
犠
尉
し
て
随
簡
を
替
み
、
そ

業
枚
は
性
仇
爽

に
或
は
法
激
し
て
山
水
の
間
に

一
歳
の
高
齢
を
以
て
残
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
松
塘
も
亦
性
天
異
に
任
せ
た
(
松
塘
の
語
、
引
用
3
)

た
め

耽
酒
諌
書
(
枚
は
澗
を
好
ま
な
か
っ
た
、
こ
の
黙
は
興
一
な
る
〉
、
詩
文
を
以
て
任
じ
、
七
曲
草
堂
中
に
或
は

法
遊
し
て
山
水
の

に
優
櫛
自
適
し
て
七
十
六
年
の
生
涯
を
移
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

以
上
の
は
パ
刷
版
例
に
よ
っ
て
、
松
塘
の
性
接
説
は
紫
枚
を
悶
尚
子
ん
だ
事
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
業
枚
の
詩
論
と
松
壊
の
詩
論
と
結
び
つ
く
も
の

が
あ
る
か
ど
う
か
、
両
者
を
比
較
検
討
し
て
み
る
。
先
、
ず
「
詩
者
其
人
心
血
・
所
v
注
、
性
藤
所
ν
寓
。
」
〈
引
用
M
)
と
詩
を
定
義
し
た
松
塘
の
主

張
は
、
勺
凡
詩
之
停
者
、
都
是
性
握
、
不
v
劇
団
一
堆
探
ご
(
随
闘
詩
的
容
五
品
、
(
同
州
諸
十
阪
市
一
似
抑
止
刊
日
明
日
紋
以
ド
同
じ
)
と
主
張
し
、
そ
の
他
程
一
守

谷
八
九
巻
十
一
一
一
的
、
補
遺
巻
二
州
、
補
遺
愈
ト
h
等
に
於
て
性
援
を
主
張
し
て
い
る
亥
枚
の
設
に
結
び
つ
く
事
は
云
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
c

次

に
「
潟
三
性
情
所
v
感
興
ニ
耳
目
所
v
鰐
O

L

(

引
用
問
〉
と
一
五
い
「
性
情
」
を
主
張
し
て
い
る
が
、
「
性
情
論
い
は
亥
枚
の
詩
論
に
於
て
も
中
心
を
借
用

す
も
の
で
、
随
厨
詩
話
袋
一

h
h
、
径
一
五
、
容
六
恥
い
出
、
犠
七
内
川
、
巻
八
九
川
、
巻
十
四
川
、
巻
十
六
油
、
補
選
巻
一

M
、
同
巻
二
品
、
開
巻
七
如
、

川
川
谷
九
却
、
同
容
ト
い
川
山
内
初
等
に
山
山
て
い
る
。
中
で
も
「
詩
者
人
之
性
悟
也
。
近
取
点
目
諮
身
一
部
足
失
。
」
(
補
選
程
一
h
一
)
は
松
塘
の
言
葉
に
、
近
い
も

の
と
一
五
え
よ
う

J

一
字
推
献
紅
費
v
功
、
学
生
我
漸
梅
ニ
離
議
ご
(
引
用
8
〉
や
「
世
上
小
売
誇
ニ
離
議
ご
(
引
用
ロ
)
な
ど
は
、
実
枚

語
妙
何
脅
露
ニ
刻
離

L
に
似
到
し
て
「
余
欝
z

其
詩
一
事
支
一
向
性
情
ご
(
詩
話
巻
二
ご
と
一
五
つ

の
主
張
に
、
通
ず
る
も
の
で
あ
争
、
松
塘
の
「
堂
内
一
一
新
一
意
子
村
浩
一
」
ハ
引
用
日
)
や

そ
の
他

が

或廷
は械

0) 

詩

了、

?
i
h

口
J

Q
司

司ド

rιC
工
し

( 17 ) 



表

L
ハ
引
用
9
V
と
い
う
主
張
は
、
亥
枚
の
「
要
γ
之
以
下
山
山
ユ
一
新
意
一
去
中
陳
一
一
一
一
口
上
位
対
二
第
一
著

L
〈
詩
話
餐
六
月
休
〉
や
、
漫
審
用
語
録
の
語
句
「
下
ν
話

術
文
日
{
お
i

淡
ご
を
引
用
し
て
「
余
愛
二
英
一
一
一
一
口
ご
(
詩
話
懇
八
ど
と
一
声
レ
、
或
は
「
詩
笠
v
務
、
不
γ
易
v
濃
0
(

唯
一
一
一
時
十
拭
時
)
」
〈
詩
話
巻
五
%
〉
と
一
去
っ
た
事

に
通
ず
る
も
の
で
あ
り
、
松
塘
の
「
好
ν
奇
」
〈
引
用
9
〉
「
不
ν
嫌
ν
奇
」
(
引
用
問
ω
〉
の
主
張
は
、
宋
元
の
詩
を
も
推
重
し
た
案
枚
の
「
至
一
一
宋
一
克
一

冊
愈
出
愈
奇
0
1
一
(
詩
話
巻
六
め
〉
に
、
通
ず
る
も
の
で
あ
り
、
松
塘
の
或
は
麿
或
は
宋
と
時
代
を
界
音
声
一
し
な
い
主
張
(
明
滅
)
は
亥
枚
の
特
定
の
時
代
・

人
物
を
界
蓑
し
な
い
主
張
〈
詩
話
程
一
時
、
巻
二
ι

閥
、
倉
一
一
五
、
告
m
訳
、
巻
五
品
、
巻
七
h
山

J仇
JmJ砂
川
、
巻
十
六
九
出
、
遺
稿
巻
二
ご
と
謡
、
ず
る
も
の
で
あ
る
。

(注〉

a
は
表
を
b
は
裏
を
示
す
。

四

総
括
l
宋
詩
と
性
議
設
を
中
心
と
す
る
折
衷
抵

i

1 

先
人
の
許

間
門
の
大
沼
枕
山
は
、
松
塘
詩
紗
に
題
一
一
宮
口
を
撰
す
る
に
長
匂
一
篇
を
以
て
し
、

:
:
・
今
日
大
集
付
二
校
刻
刊
逆
知
簿
播
及
子
選
域
刊
詩
波
正
大
詩
才
精
。
不
v
西
不
v
東
成
二
期
刊
(
枕
山
詩
秒
二
編
程
上
、
松
塘
詩
紗
引
)

と
一
お
っ
て
、
松
塘
の
詩
は
西
で
も
な
く
東
で
も
な
く
(
折
衷
L
て
〉
一
家
を
成
す
も
の
で
あ
る
と
"
許
し
て
い
る
。
島
田
笛
一
一
村
も
亦
「
房
山
擦
詩
集

第
三
篇
序
し
に
於
て
「
賞
ζ

穿
一
自
家
ペ
援
ニ
其
脊
英
乙
と
か

(
1
1

其
所
γ
作
、
繁
一
化
百
出
、
不
v
名
一
二
綾
ご
と
か
許
し
て
、

( 18 ) 

松
擦
は
諸
家
を
折
衷

す
る
も
の
と
云
っ
て
い
る
。

の
上
繍
に
は
部
の
農
巌
、
開
門
の
枕
山
の
砲
に
鷲
津
毅
堂
'
蒲
生
議
亭
等
の
評
議
を
牧
載
し
て
あ
る
c

そ
れ
に
よ
る
と

松
塘
評
は
ま
ち
ま
ち
で
定
っ
て
い
な
い
が
、
概
し
て
去
ろ
と
、
一
時
代
的
に
は
農
民
・
藤
誠
と
す
る
者
、
宋
風
と
す
る
も
の
が
多
く
、
個
人
的
に

は
宋
の
際
務
、
清
の
実
枚
の
風
と
許
し
て
い
る
者
が
多
い
。
し
か
し
こ
れ
も
一
致
し
た
一
意
晃
で
は
な
く
て
、
麿
の
杜
南
、
宋
の
蘇
紙
、
金
の
一
万

好
関
、
切
の
庶
資
、
情
の
王
土
績
の
風
を
得
た
も
の
一
と
す
る
評
語
も
あ
る
。
要
す
る
に
松
擦
の
詩
風
は
、
或
は
麿
或
は
宋
或
は
明
或
は
清
と

時
代
を
界
設
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
擬
す
る
と
怒
う
?
又
詩
論
上
か
ら
は
、
性
饗
説
を
主
張
し
た
実
枚
の
風
と
も
、
一
瞬
韻
設
を
主

一
殿
山
楼
詩
(
版
本
〉



張
し
た
王
土
臓
の
風
と
も
】
評
さ
れ
て
い
る
ο

先
人
の
許
を
綜
合
す
る
と
、
折
衷
し
て
一
家
を
成
じ
た
も
の
と
観
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
事
は

本
稿
の
結
論
と
一
致
す
る
。

な部

仏
側

引
用
誌
は
、
松
塘
γ

丸
一
十
二
歳
一
の
時
の
作
で
、
王
土
績
の
一
脚
韻
設
や
紫
枚
の
性
議
設
を
品
思
議
し
て
い
た
事
緋
践
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
解
懇
し
た

が
、
格
調
の
高
さ
も
亦
看
過
し
て
は
い
な
い
。
松
塘
は
二
十
五
・
六
歳
以
後
詩
風
が
幾
化
し
、
奇
を
好
み
、
饗
局
を
出
し
、
性
憲
一
説
へ
傾
い
た

は
段
に
述
べ
た
が
、
慶
藤
元
年
四
十
三
歳
の
作
「
綿
花
絶
句
二
十
首
」
と
越
す
る
詩
二
十
首
の
中
の
一
蓄
に
、

房
山
楼
集
第
一
一
一
線
倉
一

我
詩
多
恐
椀
ユ
涼
姿
一

川

¥
l
i
1

迂ヰ
v
-
J
J
3
3

・44

μ
竹
下
山
か
さ
一
日
砕
石
一
時
主
お

定
一
I

b

へ
K
F
寺
泊
中
巾
干

4
4
I
y
w
/

、
計
三
五
円
付
口
月
一

関
心

2 

結

飽
幌
市
戸
川
ガ
呑
一
一

と
あ
る
。
こ
れ
を
読
む
と
、
梅
花
を
以
て
所
謂
玉
謹
氷
心
と
て
祷
さ
を
現
わ
す
涼
の
姿
に
似
て
い
る
と
し
、
そ
の
梅
花
を
自
分
の
詩
に
よ
っ
て

泌
す
こ
と
を
恐
れ
、
み
ー
か
ら
水
を
飲
ん
で
肺
肝
を
清
諮
し
、
芳
香
を
喋
い
で
藻
思
を
養
い
、
汚
れ
の
な
い
香
り
高
い
詩
を
作
ろ
う
と
志
し
て
い

た
事
が
察
知
さ
れ
る
。
こ
れ
は
自
分
の
詩
を
格
調
高
い
も
の
に
し
た
い
と
い
う
一
意
向
の
表
現
で
、
空
海
の
文
鏡
秘
府
論
に
云
う
、
一
意
は
こ
れ

格
、
持
は
こ
れ
律
、
一
意
が
高
け
れ
ば
格
が
高
く
、
知
燃
が
地
所
ら
か
で
あ
れ
ば
簿
が
清
い
云
々
と
い
う
詩
の
一
境
地
(
奪
回
、
論
文
一
意
参
照
〉
と
同
じ
意

味
で
の
格
調
の
高
い
も
の
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
く
解
す
る
と
、
松
塘
は
性
議
設
を
宗
と
し
な
が
ら
、
一
紳
一
頭
の
一
境
地
も
格
調
の
高
さ
も

備
え
よ
う
と
し
た
詩
人
で
あ
る
と
観
て
よ
い
。

( 19 ) 

に
次
い
で
多
い
の
は
、

更
に
又
松
塘
の
詩
篇
中
に
散
見
す
る
詩
人
の
引
用
に
つ
い
て
そ
の
頻
度
を
調
査
し
て
み
る
と
、
引
用
部
教
は
寧
ろ
少
い
方
で
あ
る
が
、
実
枚

@
税
山
康
・
庇
籍
・
陶
獄
ハ
以
上
菅
〉
、
李
副
・
~
回
開
通
・
松
茸
・
社
牧
(
以
上
底
〉
、
和
制
・
開
戦
〈
以
上
宋
)
、
金
の
葦
解

ヌじ、

0) 

あ
り
、

就
中
日
H
H
3
1

印
は
最
も
多
く
、

i
i
!
印
が
こ
れ
に
次
ぎ
、

間
関
の
前
後
七
子
の
引
用
は
殆
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
部
ち
松

燃
の
作
品
中
に
引
用
さ
れ
た
詩
人
の
寅
態
に
徴
す
る
と
、
宋
詩
を
代
表
す
る
蘇
較
と
陸
携
を
最
も
推
重
し
て
は
い
る
が
、

宋
代
の
み
を
界
叢
せ



ず
に
各
時
代
に
亙
っ
て
い
る
。

以
上
に
よ
っ
て
松
塘
の
詩
風
・
詩
論
は
、
先
人
の
許
に
あ
る
通
り
、

を
中
心
と
し
紫
枚
の
性
議
訟
を
中
心
と
す
る
折
衷
涯
で
あ
る
と
結
論
し
た
い
。
松
塘
は
時
に
隣
っ
て
詩
格
が
出
演
化
し
て
窮
り
が
な
い
事
を
貴
ん

だ
詩
人
で
あ
っ
た
。
詩
友
に
し
て
間
内
の
大
沼
枕
一
山
の
詩
を
稽
し
て
臼
く
、

州
側
愛
一
一
話
詩
格
務
無
γ
第
、
酔
向
二
人
間
集
吐
v
虹
。
(
松
塘
小
稿
、
向
子
書
遊
大
房
山
、
用
東
坂
先
生
松
江
韻
二
首
、
の
其
二
の
内
詩
勾
〉

一
鰻
に
拘
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
私
は
松
塘
の
詩
風
・
詩
論
は
、
宋
詩

同
じ
く
同
門
の
詩
人
間
本
質
石
の
詩
を
欽
し
て
尽
く
、

川

w段
欽
詩
格
随
v
時
媛
、
廊
崎
別
江
湖
南
見
ド
員
。
ハ
遺
集
、
金
ニ
、
祝
柄
本
翁
八
十
議
雄
、
兼
題
其
黄
石
驚
集
、
次
其
自
議
韻
、
の
詩
勾
〉

前
者
は
弱
冠
二
十
裁
の
頃
の
で
あ
り
、
後
者
は
六
十
八
歳
の
時
の
一
訟
で
あ
り
、
年
と
共
に
繁
化
し
、
議
展
し
か
っ
折
衷
す
る
態
度
は
松
塘

(
和
歌
山
大
問
中
品
以
後
)

の
生
涯
を
…
賞
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
裁
て
よ
い
。

( 20 ) 
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